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(57)【要約】
【課題】簡単な構成で複数の環状コア要素を確実に固定
することができ、そのためトランスコアを軽量かつ安価
に提供することが可能なトランスコアの固定構造を提供
する。
【解決手段】各環状コア要素１１に、その径方向外方か
ら一対の台座部材１２、１３を当接させることでコアユ
ニット１０、１０ａを構成して、これらコアユニット１
０、１０ａを並設する。相隣接するコアユニット１０、
１０ａ間には、中央に開口部１７を有するユニット間絶
縁板１４を介設し、また並設したコアユニット１０、１
０ａの両端外側部に端部絶縁板１５を配置する。上記各
台座部材１２、１３、上記ユニット絶縁板１４、端部絶
縁板１５を貫通して延びる貫通孔１８、１９、２０を設
け、上記貫通孔１８、１９、２０に挿通されるボルト１
６と、ナット１６ａとよによって各コアユニット１０、
１０ａを連結固定する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の環状コア要素（１１）を並設して成り、各環状コア要素（１１）に、その径方向
外方から一対の台座部材（１２）（１３）を当接させることでコアユニット（１０）（１
０ａ）を構成し、相隣接するコアユニット（１０）（１０ａ）間には、中央に開口部（１
７）を有するユニット間絶縁板（１４）を介設し、また並設したコアユニット（１０）（
１０ａ）の両端外側部に端部絶縁板（１５）を配置し、上記一対の台座部材（１２）（１
３）、上記ユニット絶縁板（１４）、端部絶縁板（１５）を固定手段（１６）（１６ａ）
によって挟持することによって上記複数のコアユニット（１０）（１０ａ）を固定保持す
るように構成したことを特徴とするトランスコアの固定構造。
【請求項２】
　上記一対の台座部材（１２）（１３）、上記ユニット絶縁板（１４）、端部絶縁板（１
５）を貫通して延びる貫通孔（１８）（１９）（２０）を設け、上記固定手段（１６）（
１６ａ）は、上記貫通孔（１８）（１９）（２０）に挿通されるボルト（１６）と、ボル
ト（１６）を固定するナット（１６ａ）とより成ることを特徴とする請求項１のトランス
コアの固定構造。
【請求項３】
　両端部に位置するコアユニット（１０ａ）の台座部材（１３）には、取付脚部（１３ａ
）を設けたことを特徴とする請求項１又は請求項２のトランスコアの固定構造。
【請求項４】
　上記各台座部材（１２）（１３）には、Ｖ字状の当接面を形成してあることを特徴とす
る請求項１～請求項３のいずれかのトランスコアの固定構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、高圧パルス発生装置等において使用されるトランスコアの固定構造に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　出力トランスを固定する方法としては、コアに巻線を施した後で、これら全体を樹脂モ
ールドによって固定する方法が周知である（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００２－２１７０５０号公報
【特許文献２】特開２００６－１４０５２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、近年、高電圧パルス発生装置において、トランスコアを、複数の環状コア要
素を並設して構成し、これら並設した複数の環状コア素子を固定する必要が生じている。
そこで、従来のように、樹脂モールドによって、各環状コア要素の一部または全部をモー
ルドすることも考えられるが、この方法では、多大の製作工数を要すると共に、重量が増
加し、コスト的にも不利である。
【０００４】
　この発明は、上記従来の欠点を解決するためになされたものであって、その目的は、簡
単な構成で複数の環状コア要素を確実に固定することができ、そのためトランスコアを軽
量かつ安価に提供することが可能なトランスコアの固定構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこでこの発明のトランスコアの固定構造は、複数の環状コア要素１１を並設して成り
、各環状コア要素１１に、その径方向外方から一対の台座部材１２、１３を当接させるこ
とでコアユニット１０、１０ａを構成し、相隣接するコアユニット１０、１０ａ間には、
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中央に開口部１７を有するユニット間絶縁板１４を介設し、また並設したコアユニット１
０、１０ａの両端外側部に端部絶縁板１５を配置し、上記一対の台座部材１２、１３、上
記ユニット絶縁板１４、端部絶縁板１５を固定手段１６、１６ａによって挟持することに
よって上記複数のコアユニット１０、１０ａを固定保持するように構成したことを特徴と
する。
【０００６】
　また、この発明のトランスコアの固定構造は、上記一対の台座部材１２、１３、上記ユ
ニット絶縁板１４、端部絶縁板１５を貫通して延びる貫通孔１８、１９、２０を設け、上
記固定手段１６、１６ａは、上記貫通孔１８、１９、２０に挿通されるボルト１６と、ボ
ルト１６を固定するナット１６ａとより成ることを特徴とする。
【０００７】
　さらに、この発明のトランスコアの固定構造は、両端部に位置するコアユニット１０ａ
の台座部材１３には、取付脚部１３ａを設けたことを特徴とする。
【０００８】
　この発明のトランスコアの固定構造は、上記各台座部材１２、１３には、Ｖ字状の当接
面を形成してあることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明のトランスコアの固定構造によれば、その構成が簡素でありながら確実に各環
状コア要素を固定できる。従って、トランスコアを軽量かつ安価に提供することが可能と
なる。
【００１０】
　また、この発明のトランスコアの固定構造によれば、一対の台座部材、上記ユニット絶
縁板、端部絶縁板をボルトとナットとで固定するようにしているので、一段と構成を簡素
にしつつ、確実にトランスコアを固定できることになる。
【００１１】
　さらに、この発明のトランスコアの固定構造によれば、両端部に位置するコアユニット
の台座部材に取付脚部を設けたので、使用上の利便性を向上できる。
【００１２】
　この発明のトランスコアの固定構造によれば、各台座部材には、Ｖ字状の当接面を形成
してあるので、トランスコアの固定状態を一段と確実なものにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、この発明のトランスコアの固定構造の具体的な実施の形態について、図面を参照
しつつ詳細に説明する。図１には、２種類のコアユニット１０、１０ａを示している。ト
ランスコアにおいては、複数のコアユニット１０、１０ａが並設されるが、図１（ａ）に
示すコアユニット１０は中間部分に配置されるものであり、図１（ｂ）に示すコアユニッ
ト１０ａは、両端部に配置されるものである。図１（ａ）に示すように、コアユニット１
０は、環状コア要素１１と、環状コア要素の径方向外方から環状コア要素に当接する（図
においては、上下方向から当接する一対の第１台座部材１２、１２とで構成される。第１
台座部材１２は、図４に示すように、環状コア要素１１に接触する側にＶ字状の凹部が当
接面として形成されたもので、その両端部近傍には幅方向（環状コア要素１１の軸方向）
に延びる一対の貫通孔１８が形成されている。また、図１（ｂ）には、トランスコアにお
いて両端部に配置されるコアユニット１０ａを示しているが、このコアユニット１０ａは
、環状コア要素１１と、環状コア要素の径方向外方から環状コア要素に当接する（図にお
いては、上下方向から当接する）一対の第１、及び第２台座部材１２、１３とで構成され
る。第１台座部材１２は、図１（ａ）、及び図４に示したものと同一のものであるが、第
２台座部材１３は、図５に示すように、環状コア要素１１に接触する側にＶ字状の凹部が
当接面として形成されたもので、その両端部近傍には幅方向（環状コア要素１１の軸方向
）に延びる一対の貫通孔１９が形成されると共に、さらにその両端部近傍には、図におい



(4) JP 2008-98226 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

て上下方向に延びる取付孔２１が形成されている。各台座部材１２、１３は、例えば、絶
縁樹脂（ジュラコン）で形成されたものである。
【００１４】
　高電圧パルス発生装置用として、所望のコアの断面積を確保するため、複数のコアユニ
ット１０、１０ａが並設されてトランスコアが構成される。コアユニット１０、１０ａ間
には、図６に示すような概略四角形のユニット間絶縁板（例えばベークライト）１４が介
挿される。ユニット間絶縁板１４には、中央に環状コア要素１１の中央開口とほぼ同じ大
きさの開口部１７が設けられ、その四隅には貫通孔２０が形成されている。
【００１５】
　図２は、トランスコアの平面図であり、図３は、正面図である。トランスコアは、ユニ
ット間絶縁板１４を介して６個のコアユニット１０、１０ａを並設し、かつ両端面に端部
絶縁板１５（ユニット間絶縁板１４と略同形状で、それよりも厚みを大きくしたもの）を
配置して、台座部材１２、１３の貫通孔１８、１９及び各絶縁板１４、１５の貫通孔２０
にボルト１６を挿通して、その両端部をナット１６ａで固定することにより、各コアユニ
ット１０、１０ａを連結、固定したものである。両端部における環状コア要素１１の下側
の第２台座部材１３は、他の第１台座部材１２よりも、平面視（図２）において、長く形
成され、トランスコアの四隅部で突出する取付脚部１３ａとして構成されている。取付脚
部１３ａに形成された貫通孔２１は、トランスコアを、装置基台（図示せず）に固定する
ような場合にボルトを挿入するための取付孔２１として利用できる。そして、１次巻線及
び２次巻線は、並設された複数の環状コア要素１１の開口部、及び各絶縁板１４、１５の
開口部１７を通して、トランスコアに巻回されるようになっている。
【００１６】
　上記構成のトランスコアは容易に製作できるとともに、各環状コア要素１１を、コアの
並設方向及び並設方向に垂直な方向に確実に安定して固定することができる。また、コン
パクトでかつ軽量であり、可搬型のトランスコアとして極めて有用である。
【００１７】
　以上にこの発明のトランスコアの固定構造の具体的な実施の形態について説明したが、
この発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、この発明の範囲内で種々変更して
実施することが可能である。例えば、上記実施形態においては、６個のコアユニット１０
、１０ａを用いているが、コアユニット１０、１０ａの個数は上記に限られる訳ではなく
、実施状況に応じて適宜選択可能である。さらに、上記実施形態における各台座部材１２
、１３の形状も各種変更して実施することが可能であり、当接面はＶ字状に形成する他、
例えば、円弧状等の他の形状にすることもできる。さらに、固定手段にしても、ボルト１
６、ナット１６ａ以外の他の手段を用いることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の実施の形態であるトランスコアの固定構造において用いるコアユニッ
トの正面図であり、（ａ）は中間部分において用いるコアユニット、（ｂ）は両端部にお
いて用いるコアユニットを示すものである。
【図２】上記トランスコアの平面図である。
【図３】上記トランスコアの正面図である。
【図４】上記コアユニットにおいて用いる第１台座部材を示す図で、（ａ）は正面図、（
ｂ）は平面図である。
【図５】上記コアユニットにおいて用いる第２台座部材を示す図で、（ａ）は正面図、（
ｂ）は平面図である。
【図６】上記コアユニットにおいて用いるユニット間絶縁板、及び端部絶縁板を示す正面
図である。
【図７】上記トランスコアを示す全体斜視図である。
【符号の説明】
【００１９】
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　　１０、１０ａ・・・コアユニット、１１・・・環状コア要素、１２・・・第１台座部
材、１３・・・第２台座部材、１３ａ・・・取付脚部、１４・・・ユニット間絶縁板、１
５・・・端部絶縁板、１６・・・ボルト、１８、１９、２０・・・貫通孔、２１・・・取
付孔
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図６】
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